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『太平御覧』「妖異部」をめぐる考察
三田明弘
l 「妖異部」に至るまでの『太平御覧』部立ての主題の変遷
『太平御覧』の部立てが、説話集のような連想的連続性を持っているのは、興味深い現
象である。
たとえば第八三七巻から八四二巻までは「百穀部」だが、その前は第八○二巻から八三
六巻まで「珍宝部」「布帛部」「資産部」という産業・財産つながりの流れになっており、
備蓄された穀物も確かに財産といえばまどうことなき財産である。そして「百穀部」に続
くのは第八四三巻から八六七巻の「飲食部」で、この両部の間にはく食物〉という共通項
がある、というわけである。その次は第八六八巻から八七一巻の「火部」であり、 「飲食
部」とはく調理〉というキーワードが共通する。
この様に連想で連続しながら、少しずつテーマがずれて移行してゆくわけだが、第八七
二からの「休徴部」「筈徴部」「神鬼部」「妖異部」という流れは、それまでの資産から飲
食へと移行してきたテーマとは、連続性よりも断絶性をより強く感じさせる。つまり、人
為性と自然性の併存している「火部」を境に、人為的なものから自然現象へと主題が大き
く変わっているのである。しかも通常の自然については、 『太平御覧』は冒頭のあたりの
巻においてすでに述べているので、ここでは、自然現象の中でも、その異常な発現である
「休徴」「答徴」「神鬼」「妖異」の部が配置されたのである。
「休徴部」は「禮日國家將興必有禎祥」などの文言があり、各種の瑞祥を記している。そ
して「答徴部」はこれと反対に、様々な凶兆を蒐集した巻である。
それぞれ、部立ての細目は次のようになっている。
「休徴」
（休徴部一）日、月、星、風、雨、雲、霧、露、雷、氣、光、人、神
（休徴部二）地、地、山、湖、河、海、洛、水、酷泉、井、池、土、社、石、草、蓋蕾、
華革、朱草、箕芙、嘉穀、秬皀、福草、福井、蔵蕊、屈秩、延嘉、紫達、芝、蘭、茅、蕎、
木、賓連潤達、平露。
「答徴」
（筈徴部一）天、天裂、天開、天光、天崩、天鳴、四時
（筈徴部二）五星、客星、字、天狗、杠矢、豈尤旗、獄漢、五残、國皇、格澤、旬始、螢
頭、漢、蓬星
（答徴部三）風、暴風、黒風、赤風、雷、冬雷、震震、無雲而雷
‘ （筈徴部四）雲、五色雲、青雲、黄雲、赤雲、黒雲、氣、白氣、赤氣、黒氣、無雲而雨、
雨土、雨沙、雨灰、雨血、雨肉、雨毛、雨水、雨花、雨草、雨穀、雨魚、雨錘、雨銭、雨
水銀、雨金、雨續、雨帛
（筈徴部五）雪、不時雪、赤雪、霜、畳霜、雷、霧、黄霧、赤霧、黒霧、虹電、白虹、紫
蜆
（答徴部六）萱昏、陰、旱、寒、疫
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（答徴部七）地震、地裂、地陥地凶、土踊、地生毛
「休徴」「答徴」ともに、天地の異変を主題としていることが看取されるであろう。文
字通り天変地異というわけである。
その延長上に「神鬼部」が置かれている。冒頭に「『易』日「陰陽不測之謂神｣」とあ
って、陰と陽が千変万化するものを神としている。ここから敷術して考察すれば、陰陽の
異変の人格化として「神鬼」という存在が把握されていると考えられるであろう。
そして、神や鬼に続く、より非人格的な、或いはより原理的な陰陽の異変をまとめたの
が、次の「妖異部」であると位置づけることが出来ると思われる。
II「妖異部」の分析
『太平御覧』妖異部は巻八百八十五より四巻が充てられており怪、魂晩、精、重生、
変化のカテゴリーに区分される。
1 ．怪
巻八百八十五は「怪」の項目の巻になっている。その冒頭に引かれている『春秋潜潭巴』
は、魏の宋均による『春秋』の緯書である。
『春秋潜潭巴』日「異之為言佐也。謂先發感動也｡」
わざ
「異の為を、佐と言ふなり。先ず感動を發すを謂ふなり｡｣、この文言を解釈すれば、「怪
とは異常なる出来事であり、ある事の前兆として、感応により発動する現象である」とい
うことになろうか。そして、この抽象的な説明に続いて、具体的な「怪」の事例が、まず
『左傳』『国語』から『宋書』『唐明皇雑録』等までの史書より引用されている。それら
の共通点は、何らかの社会的・政治的事件が起きる予兆として、その事件に先立って超常
現象が発生した事例が集められていることである。
一例を挙げると
『後漢書』日「彰寵自立為燕王。多見鍵怪。堂上聞蝦蟇聲、在煽火下鑿地求之。不得。
後為奴所殺｡」
という具合である。
史書に続いて『世説新語』『列異伝』『捜神記』等の志怪小説類から、同様のコンセプ
トの説話が引用されており、巻末に引用されているのは、次の様な一文である。
買誼「鵬鳥賦」日「誼為長沙太傅。有腸飛入誼舍、止干坐隅。鵬似鴉、不祥烏也｡」
怪異現象を日常から切り離された不条理な出来事と見るのではなく、人間の営みに対す
る天の警告として社会的に理解する姿勢が明確なのは、 『太平御覧』が国家プロジェクト
として編纂されたものであり、国政への利益という視点から万物を解釈する必要があった
こととも関係があろう。しかし、より重要なのは、中国に於いては、怪異現象に対するそ
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口
のような理解の方法は、根底にあるのは天人相関思想であり、極めてオーソドックスなも
のであるということである。「怪」の部の引用書が前半が史書、後半が小説と、およそ二
分することが出来るのも、中国文化における、志怪という文学形式の理念における「史」
と「文」の不可分の関係を象徴しているといえよう。
2．魂塊
「怪」を引き起こすのは、人の霊や、動物の精である。そこで「怪」に続いて巻八百八
十六は「魂塊・精」の巻となっている。本文中では
『易上繋』日「精氣為物。遊魂為愛｡」
という句が巻頭に引用されており、これが「魂晩」と「精」が同一巻に収められる理由の
説明になっている。つまり精の凝った物が「物の怪」であり、遊離した魂塊が「幽魂」で
あり、それらが変事を為すという謂いであろう。
「魂塊」の項には、
『惟南子』日「天氣為魂。地氣為塊｡」
に代表される魂晩の本質を問う抽象的文言と、
『王子年拾遺記』日「融皐山上有識魂稲。言食者死更生｡」
のような死者の再生に関する言説が、多く見られることが特徴である。他には『楚辞』の
引用等が見られるが、実際に魂塊が何か具体的な怪事を起こす話は見られない。死者の霊
による怪事は「鬼」話という形で、 「神鬼部」において既に述べられているので、 「妖異
部」では魂塊の概念や、死者の再生が主に語られることになったのであると考えられる。
3．精
「精」の項目のコンセプトは
『抱朴子』日「萬物之老者、其精悉能假託形以惑人。唯不能於鏡中易形耳。是以古人
●
入山道士、皆以明鏡懸於背後。則老魅不敢近人｡」
に端的に示されている。様々な動植物が年月を経て、特殊な形態を獲得する現象を解説し
た文言が集められているのである。そのような変化を経て超常的能力を持つに至った存在
が「精」である。
巻末には、やはり『抱朴子』から
又日「山川石木井竃袴池猶有精氣、人身之中亦有魂晩。況天地為物、物之大者於理當
有精神、有精神則宜賞善罰悪。但其艦大網疎不必機發而應耳｡」
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という語が引かれ、自然界の万物が有する「精気」と、人間の「魂晩」が、どちらも存在
の中心にある「精神」として、同質のものと理解されている。
また「魂塊」の方では見られなかったが、 「精」の話のなかには、次のような予兆的性
質の説話も見られる。
雷次宗『豫章記』日「永嘉末、有大蛇長十餘丈、断道。經過者、蛇諏吸取。呑嘔已數
百。道士呉猛與弟子殺蛇。蛇死而蜀賊杜設滅｡」
4．重生
これに続く巻八百八十七は「重生」「変化」の巻である。
「重生」は、一旦死んだ人間の再生讃を扱っているが、この現象が一つの項目として立
項されているのは、前巻において立項された「魂塊」の主題との関わりからである。そし
て、さらに重要な理由は、人間の再生という現象もまた陰陽の転倒現象であり、またそれ
が世の中の変動の予兆でもあるからである。そのことを端的に示すのが次の説話である。
『綱漢書』日「献帝初平中、長沙人姓桓死。月餘其母聞棺、中有聲、發之遂生。至陰
為陽、下人為上。其後、曹公由庶士起｡」
この説話では、長沙の男の再生は陰が極まって陽になることを象徴しており、それは下
克上の予兆であり､具体的には曹操の勃興を指していたのだと説明されている。
5．変化
次の「変化」は、収録事例数が多く、巻八百八十七の後半から巻八百八十八にかけての
一巻半が、この項目に充てられている。
r
『禮記』月令日「仲春鷹化為鳩、季春田鼠化為駕、季夏腐草為螢、季秋雀入大水為蛤、
孟冬維入大水為屋｡」
という文言に見られるように､ここでは生物が他の生物などに変化する現象を扱っている。
つまり、この項目の主題である「変化」は、前巻の「精」の項目において扱った現象と類
似性を持っている。しかし、 「精」が年を経た生物の霊的変化を扱っていたのに対し、 「変
化」は突然変異や季節的な変化なども含んでおり、より広範囲の変異現象を包括している
と言える。
この項にも、変化の事象を論じるとともに、それが社会的な事件の前兆であったという
文脈になっている予兆性の説話があるのは、他の項目と同様である。例えば、 『異苑』か
ら、次の説話が引用されている。
又日「元興二年、衡陽雌難化為雄、八十日冠萎。後桓元墓八旬而敗｡」、
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一方、特筆すべきは人間が他のに変化する事例が多く見られることである。例えば『荘
子』からは次のような引用が見られる。
薑宏死干蜀。藏其血三年而化為碧
これは心正しい人間の血が碧玉になるという話だが、人間が虎に変化して他の人間に害
をなすという事例が数多く収録されているという特徴にも注目したい。以下に一例を挙げ
る。
『齊譜記』日「義煕四年、東陽郡太末縣呉道宗少失父、単與母居。会道宗收債不在、
隣人聞其屋中砕磑之聲。闘不見其母、但有烏斑虎在其室中。郷曲驚伯、恐虎入食其母、
便鳴鼓会人共往救之。園宅突進、不見其虎、但見其母、語如常、不解此意。兒還、母
語之日「宿罪見謎、當有愛化｡」事後一月日、便失其母。縣界内虎災屡起。皆云烏斑
虎。百姓患之、發人格撃之。殺數人後、入射虎、中贋井戟刺中其腹、然不能即得。經
數日後、虎還其家故床上、不能復人形、伏床上而死。其兒號泣而葬其母如法、朝夕突
臨｡」
Ⅲ妖異部の構成と特色
以上の分析から、『太平御覧』妖異部を形成する五つの項目、怪・魂塊・精・重生・変
化の相互の関係は次のように説明することが出よう。
まず、妖異現象の予兆的性格を強調する「怪」の項目は、概論的に妖異現象の本質を示
している。そして、 「魂塊」「精」は、時に妖異現象を引き起こす原因となる人間と万物
の本質である霊性についての解説であり、 「重生」・「変化」は、妖異現象の中でも霊性に
生じる種種の変異に関する事例を集めた特化項目なのである。
魂晩(人間の霊性)－重生（魂塊の変異）人間
「怪(予兆としての超常現象）万物 精（万物の霊性)－変化（霊性の変異）
『太平御覧』「妖異部」で興味深いのは、政治的・社会的意義のある天の警告として妖
異現象を述べるという方針を一貫して堅持しつつも、項目と事例の配置に、人間の本質へ
の興味の強さが傾向として見られる点であろう。「変化」の末尾に、人間の虎への変身と
変身後の殺人を、複数の事例によって詳しく紹介しているのは、その意味で極めて象徴的
である。「変化」という主題を、予兆的側面からだけではなく、人間の中に潜む業と関わ
らせて考察しようとする方向性が窺われるのである。
ちなみに『太平御覧』に先行する類書である『藝文類聚』には「妖異」という項目はな
い。『藝文類聚』では第七十八巻「霊異部上仙道｣、第七十九巻「霊異部下神・夢
・魂塊」という具合に、 「魂晩」は「妖異」ではなく「霊異」として論じられている。そ
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して、末尾の三巻が、それぞれ第九十八巻「祥瑞部上｣、第九十九巻r祥瑞部下｣、第一
百巻「災異部」となっており、 『藝文類聚』もやはり、瑞祥や凶兆を、編纂上重視してい
たことが窺われる。と、同時に「妖異部」の構成が、『太平御覧』の独自色の強いもので
あることも、『藝文類聚』との比較から理解されるのである。
日本の説話文学作品では、 『太平御覧』と妖異に対する考え方が近いと思われるのが、
『古今著聞集』である。『古今著聞集』巻第十七は「怪異第二十六」「変化第二十七」の
二篇より成るが、 「怪異第二十六」の説話は、凶事の予兆的性格の話が多い。そして、こ
の篇の序文は次のように書かれている。
怪異のおそれ､古今つつしみとす。しかあれども、かの「白氏文集」の凶宅の詩に
いへるがごとく、 「人凶なり、宅凶に非ず｣。もろもろの怪異もさこそ侍らめ。なず
らへて知るべき事にや。
怪異現象をおそれ慎むものとする伝統的観念を踏まえた上で、 「怪異」の根本にあるの
は結局は人間であるという視点は、先に述べた『太平御覧』「妖異部」の編纂方向に通じ
るものがあると思われるのである。
Ⅳ付説 『法苑珠林』巻三十一「妖怪編第二十四」の妖異観念
参考として、中国仏教類書の最高峰『法苑珠林』に見られる妖異観念についても、いさ
さか検討したい。
以下に、 『法苑珠林』「妖怪編」の説話の配列構造を分析し、その内包する主題を解き
明かしてゆく。
『法苑珠林』巻三十一「妖怪編第四十二」は、 「述意部」「引証部」「感応縁」によって
構成されている。まず冒頭の「述意部」において、本編の主題である「妖怪」についての
概念規定が次のようになされている。
妖怪者干寳記云蓋是精氣之依物者也。氣凱於中物愛於外形神氣質表裏之用也。本於
五行通於五事｡雛消息昇降化動萬端､然其休筈之徴皆可得域而論美。此是俗情之近見、
末達大聖之因果。考斯徴愛乃是衆生宿業之裸因、感現報之縁發。因縁相會物理必然。
故有斯徴、未足可怪也。
内部の気の乱れが、物の外形の異形化をもたらすという五行説による妖怪に対する解釈
を不十分な理解であるとし（｢此是俗情之近見｣)、因果説に基づく解釈（考斯徴愛乃是衆
生宿業之裸因、感現報之縁發）を提示した上で、所謂「妖怪」も、畢寛、物の理にかなっ
た現象の一つに過ぎず､怪しむべき事ではないのだという結論に至る（因縁相會物理必然。
故有斯徴、未足可怪也)。
中国の伝統的思考法である五行思想の解釈を示した上で、それよりもさらに本質的な解
釈として仏教思想の特徴である因果説の解釈を掲げており、伝統思想に対する仏教思想の
優位性を強調する構成になっているわけである。この構造が「妖怪編第四十二」全体のコ
ンセプトと密接に関係すると思われるのは、 「述意部」に続く「引証部」と「感応縁」の
コントラストによって説明される。
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「引証部」は「述意部」において述べた概念について仏典を引用して証左とする部分で
あり、 「妖怪編第四十二」においても『仏本行経』、『旧雑比喰経』、 『菩薩所胎経』の説話
が証明として引用されている。『仏本行経』の羅刹国の故事つまり「僧迦羅證」と、『旧
雑比喰経』の五道人の故事、 『菩薩所胎経』の三頭児の故事などがそれにあたる。これら
の説話が「妖怪」という一つのカテゴリーに分類されるのは、いずれもが「人間以外の存
在が仮に人間に変化する」というモチーフを共有していることに依る。これらは仏典より
の引用であるので、いずれも漢訳された仏教説話ということになる。
一方「感応縁」は、仏典ではなく、中国の史書・小説類の中より抜粋された説話によっ
て構成されているのが特色である。つまり、同じ「妖怪」という概念を巡っての引用では
あるが、「引証部」ではインド説話あるいは純粋な仏教説話によって「妖怪」が説明され、
そして「感応縁｣では中国説話(本来は非仏教的脈絡において語られていた説話を含めて）
によって「妖怪」が示される。そこに自ずからインドと中国の説話の構造上の相違から、
説話によって示される「妖怪」概念に差異が生じる。『法苑珠林』のスタンスとしては、
仏教思想の中国伝統思想に対する優位性が存在するので、 「感応縁」の中国説話は、仏教
的な文脈による説話の再解釈を強いられるわけである。
以下に感応縁に引用される説話二十七種と、その内包する意味についての一覧を提示す
る。
感応縁略引二十七験
捜神記より引用せし十八条
9
不吉な予兆(戦死）
不吉な予兆（民心動揺）
不吉な表象(有徳者迫害）
不吉な予兆(皇子謀反）
不吉な予兆(戦乱）
不吉な予兆(宮中騒動）
不吉な予兆(賤人出世）
不吉な予兆(地方王謀反）
鬼を制す
予兆により達観す
怪に動じず妖を制す
少女、妖蛇を斬る
怪に動じず妖を制す
怪に動じず妖を制す
怪に動じず妖を制す
怪に動じず妖を制す
妖人を制す
妖狸に動転し親を殺す
??
????
????????? ?????????? ???? ???? ??? ?????? ??
?????????
??? ? ? ? ??? ?
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南京寺記より引用せし一条
19晉南京寺記烏巣殿怪 尼僧の勧めにより皇帝徳を修め怪を断つ
幽明録より引用せし三条
20晉時有理作人婦怪 妖狸の好計を暴き退治する
21晉時有理作人女産兒怪狸との通婚、偶然により真相を知る卿斎志異の原型
22晉時張春女邪魅怪 花嫁、邪魅に懸かれる
異苑より引用せし二条
23宋時梁道脩宅内鬼魅怪外国道人の呪力で鬼を払う
24郵邪王鴎之妻 王の妻、死後に葬の薄きを怒る(真に妻たるや否やを疑うものか）
番外国語・史記による山鬼に関する考察山鬼は一年のことを知るに過ぎず
神異経より引用せし一条
25西方山中人食鰕蟹怪 山鯵は人のようであるが鬼魅である
述異記より引用せし一条
26宋時王家作蟹断有材怪山接に惑わされず退治した
冥報拾遺より引用せし一条
27唐時逆人張亮露震怪 前話において妖怪が木材に化けたことの連想から、落雷を妖怪の仕
業と見たか（標題もその謂いの如し)、後半の予兆詞は他の予兆調と根本的に性質が違う
この一覧によって明らかなように、『法苑珠林』の説話配列には、妖怪を何かの予兆と
見る説話群から、人に害をなす妖怪の克服の説話群へというテーマの移行を看取すること
が出来る。つまり『法苑珠林』感応部における説話はただ単に類似した話題のものが羅列
されているのではなく、前後の説話の主題が連続して、より大きな主題を構成するという
関係性を有しているのである。
この｢感応縁」を「引証部」と比較すると、「引証部」の説話はもともと仏典の説話で
あったので、各説話の主題がストレートに仏教の称揚につながっている。
例えば、『仏本行経』の羅刹国の故事は、その末尾は以下のようになっている。
「頌日求寶失舟濟、瓢浮思救形、幻媚多方趣、妖魅証人情、假接度海難、虚發親愛聲、自
非馬王負、危苦記安寧」
それに対して、 「感応縁」は本来は仏教とは別の文脈で語られていた説話が大部分なの
で、専ら妖怪の予兆性に対する盲目的な信仰の誤りを暴くという、伝統思想に対する批判
性に主題の比重が置かれている。
つまり、インド説話によって仏教を讃える「引証部」と、中国説話が伝統思想を否定す
るための材料として利用される「感応縁」との相互補完性あるいは対立性が、『法苑珠林』
という作品の場合は、内在しているのである。
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